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自然現象

主題のタイプ

自然災害
疾病

従来
科学技術

萌芽的
科学技術

主題の性格

科学的
（真理性）

技術的
（目的合理性）

政策的
（目的合理性）

規範的
（価値合理性）

目的1

関心喚起
文化的享受

教育・啓発・行動変容

信頼醸成・相互理解

問題・期待・懸念・論点
の可視化 議題構築

問題解決の探索

未来ビジョンの形成

回復と和解

初期
／

平常時

中期
／

回復期

後期
／

回復期

フェイズ
（上段はイノベーション、
下段はリスク対応）

目的2
（アウトカム）

探求・創造志向
適用志向

知識・技術

社会的行為

政府・政策志向
市場志向

自治・コミュニティ
志向

• 主題のタイプである程度、残りの分類軸のどこに当てはまるかはパターン化できると考えられる。
• そのパターンごとに、対話の成立に必要な要素のパッケージのバリエーションが特定できると考え
られる。

不
確
実
性

価
値
・
利
害
＊

大

小

ポスト・ノーマル
サイエンス

ノーマル
サイエンス

知識の不定性
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対話の主体
（誰と誰か）

対話の主導的主体
（誰のイニシアティヴ・関心か）

知
識
に
つ
い
て専門家

市民

政・官

事業者 メディア

社
会
的
行
為
に
つ
い
て

職業的専門家主導
専門機関・団体主導

非専門家主導

政・官主導

事業者主導

メディア主導

市民主導

主体の規模

少人数
（～十数人）

中規模
（数十人）

大人数
（百人以上）

不特定多数
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ポスト・ノーマルサイエンス(PNS)

ノーマルサイエンス＝応用科学
（Normal science = applied science）：
既存の知識や方法論を適用することで問題を
解決。不確実性や価値負荷性（value-loadings）
は日常の研究活動では無視しうる。

専門的コンサルタンシー
（Professional consultancy）：
エンジニアや外科医のような専門職が関わる
もの。不確実性に対処するために、単に既存
の知識の応用には還元できないスキルや専門
的判断が必要となる科学の領域。誤りや失敗
のコストが大きい。

ポスト・ノーマルサイエンス
（Post-normal science: PNS）：
事実の不確実性が高く、価値観や利害をめぐ
る論争が起きており、意思決定が急がれるよう
な領域。

「意思決定に関わる利害や価値
問題（decision stakes）」の度合い
と、対象とするシステムの「不確
実性」の度合いによる分類

(Funtowicz and Ravetz, 1992)

意
思
決
定
に
関
わ
る
利
害
の
度
合
い

システムの不確実性

高

高
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